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潮来市では東日本大震
災の際の苦い経験から，
液状化災害の再発防止
のため，全国に先駆け
て大規模な液状化対策
を実施することになり，
2013年からすでに着工
している．ここで，地
下水を排出することに
よって地盤強化を行う
ために採用されたのが
『地下水低下工法』と
呼ばれるものであった．
筆者は，１年前に当地
を訪問した際に，この
点に注目することはし
なかったので，ここに
改めて，当時の写真と
共に概要を提示し，記
録に留めておきたいと
考える次第である． 
 

          2016.4.16. 
 



     液状化被害発生直後の状況(潮来市広報資料による)       現在の状況(2015.3.6. 撮影) 

茨城県潮来市における液状化災害からの復興の様子を伝えるTV報道に驚いて，数日前に電車で片道4時間をかけて現地を見て
きた．現地を歩いてみると，街路に沿って上下水道の復旧のための本工事が行われていたが，住宅そのものには大きな被害
は見られず，殆どは一部損壊程度で居住可能な状態であった．住民の何人かに尋ねてみると，居住者の多くは鹿島臨海工業
地帯に勤務されていて，昭和50年代初めの宅地開発の直後に自宅を建設されていた．住宅被害が比較的小さかったのは，地
盤が良くないことを承知の上で，予めパイルを打つなどの対策を施したからだそうで，一番の問題は電柱の倒壊やライフラ
インの切断など道路上の被害だったようである．ウェブサイトを検索してみると，下段に引用させて頂いた駒沢大学橋詰氏
のレポート中の２枚の地形図が特に印象に残った．古い方の地形図に見られる内浪逆浦は明治中期の築堤工事によってコイ，
フナ，ウナギなどの養殖に，藻や泥土は肥料に利用されていたが，昭和16～25年には食糧増産のために干拓されて水田とな
り，さらに，社会情勢の変化に伴って宅地開発されたのは，前述のように昭和50年代に入ってからとのことである． 
                                           [2015年3月11日の記述より] 

潮来市日の出町の液状化対策－１年前－ 

－そして今－ 



液状化対策を主体とした道路工事 

運河を隔てて日の出地区(左側)へ 

写真撮影：2015.3.6. 



様々な対策 
 

液状化対策(地下水位低下工法) 
 

共同溝・耐震性貯水槽の敷設 
 

       写真撮影：2015.3.6. 


